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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

″σοbaσオθ2‐ゴ吻 a/」itt cOmplex(MAC)が感染した宿主に誘導される免疫抑制性マクロファ~ジ

(MAC―MΦ)は、T弁田胞のマイ
・
トジエン反応を抑制する。.しかし、MAC―MΦがB糸田胞に対してどのような作用

を及ぼすかは未検討である。申請者は、マウスの実験系を用いて、MAC―MΦがB細胞のマイ トジェン反応

に及ぼす抑制作用の機序について、MAC―MΦがT細胞のマイ トジェン反応に及ぼす抑制作用の機序と比較

検討 した。T細胞のマイ トジエン反応に対するMAC―MΦの抑制活性は、活性窒素酸化物 (特に、一酸化窒

素)や アラキドン酸が重要な役割を果たしていたが、B細胞のマイ トジエン反応に対するMAC―MΦの抑制

活性発現では、活性酸素とアラキ ドン酸が関与していた。また、T細胞の場合と比較して、B細胞のマイ

トジェン反応に対するMAC―MΦの抑制活性発現では、標的細胞との cell―to―cell contact依存性が低か

った。さらに、抗B7-1抗体は、hIAC―MΦの琳田胞のマイ トジエン反応に対する抑制作用を阻害したが、

MAC―MΦのB細胞のマイ トジェン反応に対する抑制作用は阻害しなかつた。以上の結果より、MAC―MΦは、

孫田胞のマイ トジェン反応に対しても抑制活性を示すが、その機序は、T細胞のマイ トジェン反応に対す

る抑制作用の場合とは異なることが明らかとなつた。


